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異邦人の使徒の道をたどって
一一研修旅行報告21）一一
Following along the Roads of Apostle to the Gentiles 
阿部 包
Kurumi ABE 
I はじめに
紀元後一世紀の半ば頃ディアスポラ（離散）ユダヤ人パウロは今日の政治地図に従って言え
ばトルコやギリシアに当たる地域に点在する諸都市を巡って，様々な困難と闘いながら三度に
わたる長い伝道旅行を行なった。われわれの今回の旅は，そのうちの陸路をカヴァーするもの
である。季節は八月。暑さの盛りである。しかし，パウロや或いは古代世界のその他の多くの
旅行者たちが体験した幾多の悪難や辛苦と無縁なだけでも現代のわれわれは好運というべきで
ある。耐え難い暑さと喉の渇きと空腹感にしばし耐えること。これが現代においてパウロの旅
を追体験する者の最低限の礼儀なのだ。
本稿ではパウロの旅行の順序ではなく，われわれの旅程にしたがって叙述を進める。前もっ
て概略を示すと，英国航空でまずイスタンブールに入り，そこからトルコ航空でアダナへ飛ぶ。
ここから陸路四時間ほどでアンタキア，通常シリアのアンティオキアとして知られる町である。
異邦人の使徒パウロの道の起点である。われわれはここから使徒ゆかりのかつての都市をたど
りながら西進し，エーゲ海岸地域を北上してギリシアに入った。紙幅の都合上，今回の報告は
エフェソスまでである。
E アンタキア
シリアのアンティオキアは，〈キリスト者） ( Christian ）という言葉の発祥の地である（使
徒言行録11: 26）。パレスティナ・ユダヤ社会内のーセクト運動として始まったユダヤ教の内
部改革運動がディアスボラ（離散）社会で新たな歩みを始め，その運動の担い手たちにここで
新しい名称が与えられたのである。アンティオキアは初代教会による地中海世界一帯を舞台と
する異邦人伝道の拠点である。
アレクサンドロス大王亡き後のセレウコス朝時代になると歴代の王たちの名前アンティオコ
スをとって多くの町がアンティオキアと名づけられた。パウロが生まれたタルソスも〈キュド
ノス河畔の〉アンティオキアと呼ばれた時代を持つ。しかし，重要なのはフリュギア地方のピ
シディアのアンティオキアとここ（オロンテス河畔の〉アンティオキアである。町が建設され
たのは前300年，セレウコス I世ニカトールによる。前64年以降はローマの属州シリア州の都
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となり， 総督府が置かれた。
オロンテス河は大地溝帯の北部をレバノン山とアンティ＝レバノ ン山脈の聞を北流しアン
ティオキアの北東でその流れを一気に南に変えて地中海に向かう。現在のアンタキアは人口
75,000。往時の約六分のーにすぎない。ローマ，アレクサンドリアに次ぐ帝国第三の都の面影
を偲ぶべく町の東にせまるシルピウス山を途中まて、登ってみた。縮小したとはいえ密集した家
並が眼下に連なっている。わたしのかたわらには異教の神カローニオンの未完成の像が辛うじ
てそれと分かる顔を時折吹きょせる突風にさらしている。この神像はアンティオコス町世エピ
ファネスの時代（前175-163），すなわちアンティオキアが最も隆盛を誇った時代のものである。
当時，この町は疫病に見舞われ多くの死者を出した。あるときレイオスという名の予言者の指
示に従って山腹にこの像を刻むと，猛威を振っていた疫病がはたと止んだのだった。午後の強
い陽射しの中を神像の傍らに作んで市街の南端の方，かつて 「伝統的ユダヤ人街」ケラテイオ
ンがあったあたりをわたしは凝視した。
地中海一帯の諸都市におけるユダヤ人住民の割合は一般に10-15%と言われている。アン
ティオキアでもこのケラテイオンを中心に20,000～40,000人のユダヤ人が住んで、いたと考えら
れる。そしてユダヤ人住民の共同体は長老議会の指導のもとに強固に組織された自治共同体で
あり，多くのシナゴーグを持っていたと言われている。 ヨセフスによれば，アジア州やシリア
州南部の諸都市のユダヤ人住民と同様， この町のユダヤ人にも市民権が認められ，同じ町に住
むマケドニア人やギリシア人と同等の権利が与えられていた。
現在の市街地も往時と同じくオロンテス河まで続いているが，一部河を越えた地域にも広
がっている。ホテルはその河を越えたところにあり，わたしの部屋からはオロンテス河とその
先に広がるかつてセレウコスI世の旧市街があった辺りの街も，そのまた向こうのシルピウス
山も見える。
わたしは咳き込んで夜明け前に目覚めてしまった。窓からは町のアクロポリスである漆黒の
シルピウスと朝日を映すオロンテスの流れが見渡せた。時の隔たりがっくり出す一切の爽雑物
は閣の中に塗り込められ，パルナパとパウロのアンティオキアを努第とさせる風景がそこには
あった。わたしを現実に引き戻したのはやがて薄明の風の中を響き渡り始めたアザーンの調べ
であった。
回心からアンティオキアにやって来るまでのパウロについて記しておきたい。彼の理解では，
その出来事はイエス運動に対する迫害活動のさなかに突然彼を襲った。場所はダマスコス。回
心ではなく召命体験であった。この後，彼は「アラビアに退いて，そこから再びダマスコスに
戻ったJ（ガラテア1: 17）。ダマスコスに戻ったパウロは，ナパテア王国のアレタス百世の代
官の手を逃れるために，窓から篭で城壁づたいにつり降ろされるというきわどい体験をしてい
る（］］コリ ント11: 32 f.）。
使徒言行録の（回心物語〉によれば，サウロは回心後ダ、マスコスのいくつかのシナゴーグで
イエスをメ シアとして論証し，そのためにユダヤ人住民たちの間でサウロ殺害の陰謀が企まれ
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た。先の篭による壁づたいのつり降ろしは彼の弟子たちによって夜陰に乗じて敢行されたサウ
ロ救出作戦として描かれている（ 9 : 19b. -25）。ちなみに（サウロ〉は使徒言行録の特殊用
語で，ステファノの殉教の証人として登場してから先輩の同労者パルナパとともにキプロス島
のパフォスにやって来るまで，使徒言行録の記者ルカによってパウロに対して用いられるヘブ
ル名である（ 7:58-13:9）。ルカは一人前の〈異邦人の使徒〉に成長した彼に対してパウ
ロという呼称を使ったのである。
三年後，パウロは二週間エルサレムに滞在してケファ（ペトロ）とヤコフ守に会った後，シリ
アおよびキリキア地方に行った（ガラテア 1: 21）。その聞の事情を再び使徒言行録によって
簡単に辿っておこう（11: 19-26）。アンティオキアにどのようにして福音の種が蒔かれ，教
会が成立したかを述べる件である。先に触れたステファノ殉教という事件はエルサレムにおけ
るイエス運動迫害の誘因となった。迫害を避けた一部の運動の担い手たちはフェニキア，キプ
ロス，アンティオキアに逃れたが，その中のあるキフロス人やキュレネ人たちがアンティオキ
アで（ユダヤ教の内部改革運動〉という垣根を越えたのである。彼らの活動は功を奏したのだ
が，おそらくその実態把握のためにエルサレム教会から派遣されたのがパルナパであった。彼
は信徒たちを励ました後，タルソスに行きサウロを探し出してアンティオキアに戻って来た。
サウロは当地で丸一年の〈異邦人の使徒〉としての見習期間を送る。
さて，サウロは「預言する者や教師たち」の一人として祈りと断食をしている時，パルナパ
に次ぐ宣教者として聖霊によって選び出された。従って，彼の第一回伝道旅行はパルナパの同
労者として始まったことになる。少なくとも，ルカの記述に従えば，二人が助手のヨハネを連
れてアンティオキアの港町セレウキアから船出し，キフロス島のサラミスに上陸して，そこか
ら陸路パフォスに行くまでは主導権を握っていたのはパルナパであった。見習期間があけたば
かりのサウロにとっては当然のことである。
しかし，パフォスでユダヤ人の魔術師パルイエスを聖霊によって打ち破った事件が二人の関
係を逆転させることになる。以後，ルカの記述は「パウロとその一行」とか「パウロとパルナ
パ」のように，名前がサウロからパウロに変わるばかりでなく順序も逆転することが多くなる。
明らかにルカはこの事件を境に使徒見習サウロが一人前の〈異邦人の使徒〉パウロになったと
見ている。
さて，アンタキヤにはハタイ博物館（通称モザイク博物館）がある。世界でも第一級のモザ
イクの収蔵を誇る。モザイクの他にも，例えばパルミラ様式の夫婦の墓碑像など，今世紀前半
に行なわれたアンティオキアやダフネの発掘調査の成果を見ることができる。ダフネは古代の
有名なリゾー卜地で，アンティオキアから南に約8kmの高原にある。糸杉や月桂樹やプラタナ
スの森の聞に無数の泉が湧き出し，アポロン神殿，公衆浴場，庭園，ホテル，別荘，そして劇
場をはじめとする様々な娯楽施設が上は皇帝から下は一般民衆にいたるまで多くの人々を引き
寄せた。豊かな湧水と緑濃いダフネは諸々の伝説を生み出した。そのような伝説がモザイクの
恰好の題材となったのである。
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博物館に入ると，日の前にはギリシア神話の様々な場面が獣たちゃ草花そして魚の群れとと
もに現れ，聖書の様々なエピソードも見事なモザイクで展開する。床一面の大きなモザイクを
壁に設置されたスチールの急な階段を登って上から僻服することができる一室もある。中央に
は掌をこちらに向けて右手を半ばあげた「霊魂の偉大さ」（ megalopsychia ）の円形パネルが
あり，廻りには木々の聞を獣たちが走り回り，所々に烏たちもいる。よく見ると全体は狩猟図
で，ナルキッソスは獅子に槍を突き刺し，アドニスは茂みから跳び出してきた猪に槍を突き刺
し，アルテミス女神の美しい裸身をまだ知らないアクタイオーンは熊に槍を突き刺し， メレア
グロスと思しき青年は今まさに跳びかかろうとしている虎の胸に槍を突き刺そうと身構えてい
るところだ。さらにそれをぐるりと取り囲む縁の部分にはアンティオキア市街図がび、っしりと
描かれている。建物の屋根の上には名前が書かれている。これはイラスト入りの市街地図なの
である。街角で世間話をする婦人たちがいる。橋のそばで荷物を積んだろばを追い立てる人が
いる。馬に跨って道行く役人もいる。ゲームに興じる二人の男がいる。仕事中の職人の姿も見
える。アンティオキア市民の日常生活のーコマ。紀元後5世紀後半の見事なモザイクである。
E タルソス
時を遡るようにして，われわれはパウロの生まれ故郷タルソスに入った。今日人口十万ばか
りの田舎町然としたこの町は，タルサとしてヒッタイトの文書にその名が現れるほど長い歴史
を持っている。この町が（キュドノス河畔のアンティオキア）と呼ばれたのは先に触れたが，
前67年にはボンベイウスによって地域一帯がローマ領に併合されるや，属州キリキアの州都と
された。町をあげてユリウス・カエサルを熱狂的に迎えた前47年には〈ユリオポリス〉と改称
されたこともある。また，ストアの哲学者アテノ ドー ロスらによる哲学の学園を中心とした学
術・ 文化の華咲く都として，一時期はアテナイやアレクサンドリアをも凌ぐと評判の大都市で
あった。町は主として小アジア系，ギリシア系，ユダヤ系住民によって構成され，亜麻布生産
等で経済的にも潤っていた。
しかし，今日のタルソスの観光資源は二人の人物である。一人は使徒パウロ。もう一人はク
レオパトラ。後者についてはク レオパトラの門があり，前者についてはパウロの井戸とパウロ
の記念教会がある。
井戸はパウロの生家と呼ばれる場所の庭にあるが，もちろんパウロがこの町のどこで生まれ
たかを確定する術はもはやない。井戸には毎日のように世界中からキリス ト教徒の巡礼者が訪
れる。そのような時には管理人然とした老人がどこからともなく現れたり，近くの禿げた漆喰
壁を晒している木造の家から子供たちが集まってくる。家々の二階の開け放たれた窓には，決
まって薄汚れた誠珪が半分垂れ下がっている。
井戸に比べれば記念教会を訪れる人は少ない。現在トルコはムスリムの世界である。彼らに
とって教会は存在理由を持たないただの石の箱である。 記念教会も若者たちの私設集会所と化
しているようであった。 三々五々集まって来た若者たちは或いは庭で話の輪をつくり，或いは
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がらんとした内部のいくつかのコーナーに陣取って控えめな声で話し込んでいた。かつて祭壇
があったと思われる所では，青年が一人椅子に腰掛けてサーズを練習していた。ガラスの入っ
ていないいくつかの窓から吹き込む心地よいそよ風が青年の手もとまで届いていた。オザンと
かアーシュクと呼ばれる吟遊詩人のことをわたしはふと想い起こした。
話はクレオパトラの門に移る。あたかも百本あまりの松葉杖に支えられてようやく立ってい
るようなこの門の姿はまことに痛々しい。いま百本あまりの松葉杖と言ったのは， トルコをは
じめイスラム世界の建設現場ではお馴染みの直径10cmたらずの裸木の支柱のことである。石造
りの家もコンクリー卜造りの家もこれがないと建たない。それが束になって大きな石の門を支
えているのである。かつては誤ってパウロの門と呼ばれたこともあるこの門も今や大規模な修
復を必要としている。
タルソスはローマの将軍アントニウス（前ca.82～ 30年）とエジプトのプトレマイオス朝最
後の女王クレオパトラ（前69-30年）の祝宴が催されたところとしても名高い（結婚式の舞台
はダウニーによればシリアのアンティオキア）。彼女にとってアン卜ニウスは三人目のローマ
の将軍であった。前の愛人カエサルが暗殺されて三年目，前41年のことである。以下プルタル
コスに従って記しておこう。前年アントニウスは，カエサルの暗殺者ブルートゥス，カッシウ
ス連合軍をフィ リピで破っていたが，その際ク レオパトラはカッシウス軍に多額の資金を送っ
て戦争協力していた。アントニウスはそれに対する申し聞きをさせるべく，彼女のもとに使節
を送ったのであった。使節デリウスは彼女を一目見るや，二人の将来を予見し「美しく装って
キリキアに行くように」彼女に勧めた。
クレオパ卜ラは自分の美しさが絶頂期にあり判断力も冴えている今がアン卜ニウスを意のま
まに操れる好機と見抜き， 「艦を黄金で飾った船に乗ってキュドノス川を遡り，緋色の帆を張り，
漕手は銀の権を重と琴を伴奏とする笛の音に合わせて漕いだ。ク レオパトラ自身は黄金をちり
ばめた天蓋の下に絵画にあるアフロディーテーのように着飾って腰をかけ，また絵画にあるエ
ロスのようななりをした子供たちが両側に侍立して彼女を煽いでいた。」市の住民はことごと
く彼女を見物するために川辺までやってきて，アゴラの群衆もアン卜ニウス一人を取り残して
走り去る有り様だった。アフロディーテーがアジアの幸福のためにディオニュソスのもとにお
祭り騒ぎをしにやってきた，というのが至るところで煽かれた専らの噂であった。この後，ア
ントニウスは先の申し聞きどころか，逆にク レオパトラの思惑通り，彼女の虜になっていく。
よく言われる彼女の美貌について，やはりプルタルコスは「それ自体では決して比類のない
というものではなく，見る人々を深くとらえるほどのものではなかったJと述べている。しか
し，容姿と話術の巧みさ，甘美な声と類稀な言語力が総合されて，彼女との交際には逃れよう
のない魅力があったようである。人種的にはマケドニア系と言われるが，当然彼女の魅力は鼻
の高さにあったわけではない。その種の数値が女の美を決めるわけではないことは，誰でも体
験的に知っている。女の美はむしろ数値を越えたところにあり，それと感応する男の主観に大
きく依存している。世に数え切れない恋が芽生える所以である。
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U 内 陸 部
パウロの生誕地に別れを告げ，われわれはトルコの内陸部を通って，途中いくつかの都市或
いは都市遺跡を巡りながら，エーゲ海岸を目指す。
使徒が第一回伝道旅行でキプロス島を訪れたことは既に触れた。その時，彼はキプロスのパ
フォスを後に海路ペルゲに入り，そこからビシディアのアンティオキア，イコニウム， リュス
トラ，デルベと内陸部の諸都市を巡り， 帰りは同じ路を引き返してペルゲの南西に位置するア
タリア（今日のアンタ リア） を出航しシリアのアンティオキアの港町セレウキアに向かった。
デルベ，リュストラ，イコニウム，ビシディアのアンティオキアは第二回伝道旅行の際の訪問
地でもある。
タルソスの北約50krnのところにキリキアの峡門がある。おそらくパウロも第二及び第三回伝
道旅行で、通っている古代の幹線道路，重要な通商路である。ローマ帝国がその勢力圏内の諸都
市を見事なハイウェイ網で結んだことはよく知られている。このローマのハイウェイ網がなけ
れば使徒の伝道旅行も不可能であった。少し離れた高地を現代のハイウェイが通ってから，キ
リキアの峡門にわざわざ足を伸ばしてくれる運転手はいなくなった。われわれは峠のガソリ
ン・スタンドで一服し，両側を急峻な山肌に挟まれた峡門の辺りを遠望するのみである。チェ
リー・ジュースで喉を潤し，一路カッパ ドキアに抜ける。
カッパドキアに到着して移しい奇岩たちを見下ろした。奇岩たちの足許には緑の谷聞が広
がっている。ふとわたしの口から〈桃源郷〉という言葉がこほ、れた。木々の聞に小さな四角い
オレンジ色の誠沓が見える。誠苗と見えたのは天日に干されているアプリ コットだ。緑の谷聞
をそよ風が流れ，時間もそこだけ幸せに淀んで、いるかのようだ。いつまでもそこに寝ころんで
まどろ
微睡んでいたいと思わせる誘惑的な情景だった。
アッシリア時代からカッパドキアは駿馬の産地と して有名だった。しかし，キリス ト教との
関わりで言えば，「カッパドキアの三つの光Jと称えられる大パシレイオス，その弟ニュッサ
のグレゴリオス，ナジアンゾスのグレゴリオスたちのいわゆるカッパドキア教父をあげなけれ
ばなるまい。いずれも四世紀の優れた教父たちである。〈共住修道院制〉 は彼らによって確立
された。特にカイサリア（今日のカイセリ） 生まれのニュッサのグレゴリオスは思弁的神秘家
としてディオニュシオス偽書をはじめとする後の東方の神秘主義的な霊性の伝統を育んで、いく
ことになる。
ギョレメの野外博物館（ Open Air Museum ）に行った。周知の通り， カッパ ドキアには多
くの岩窟修道院がある。それらはいずれも横穴式で寝所，食堂，集会所，聖堂を持っている。
渓谷の断崖にもそのような修道院跡が点在しているし，緑の谷聞に雨後の竹の子のようにによ
きによき立っている奇岩たちにもやはり修道院跡は確認できる。ギョ レメは中心都市ウル
ギュップやウチヒサール，オルタヒサール等からも近く，三十を越える修道院がまとまってい
ることでも有名なところだ。最も広く保存状態が良好なのは トカル ・キリッセ（「留め金具の
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教会」）である。他にカランルク・キリッセ（「暗閣の教会」），フレスコ画の人物意匠からその
名がつけられたサンダル・キリッセ等。ギョレメの修道院はいずれも10-11世紀の創建である。
聖堂内部は平地に建立された通常の聖堂を模して造られ，円蓋や円柱等も自然の凝灰岩を掘り
抜いたものである。そこにわれわれは傷跡も痛々しいフレスコ画の数々を見る。際刑のキリス
ト像，天使たち，馬に跨った堂々たる人物，或いは様々な意匠の十字架やキリストや弟子たち
ゃ天使たちを象徴する幾何学文様など。十字架や幾何学文様は8世紀のイコノクラスム（聖像
破壊運動）の名残であるが， 9世紀半ばになるとピザンティンのこの激しい運動も終息してい
く。
この地にキリスト教が広まるにあたってはオリゲネスの弟子でタウマ卜ゥルゴス（奇跡行者）
と紳名されたグレゴリオス（ ca. 213～ ca. 270）が大きく貢献した。いずれにせよパウロと直
接的関係のないカッパドキアは寄り道，或いは道草である。
リュス卜ラとデルベを見てコンヤに向かう。今あるのはいずれもテルである。かつて都市が
あった遺跡の丘。幹線道路から未舗装の道にそれでテル・リュストラを遠望する。パウロは第
一回伝道旅行の際，イコニウム （今日のコンヤ）からこの町にやってきて足の不自由な男を癒
した。男が躍り上がって歩き出したのを見た群衆はパウロとパルナパを神々の化身と思い込み，
パウロをヘルメス，パルナパをゼウスと呼んで崇めた。町の外のゼウス神殿の祭司までが雄牛
数頭と花輪を献げるために家の門のところに運んでくるという始末だった。パウロは偶像では
なく生ける神に人々を立ち返らせるべく説き始めるが，アンティオキアとイコニウムから入り
込んできたユダヤ人に扇動された群衆は，パウロに石を投げ、つけ気絶した彼を死んだものと思
い込んで町の外に引きずり出したのだった（使徒言行録14: 8 f.）。
一命をとりとめたパウロは－J:3_リュストラに戻り，それからデルベを目指す。第二回伝道旅
行の時に彼がテモテと知り合うのもここリュストラである。テルを眺めているわたしの足許の
一面の枯れ草の聞には点々とアネモネの花が咲き競っていた。ふと「野の花を見よ」というイ
エスの言葉を想い起こした。ソロモンの栄華は既にない。商談も諦いも恋も痴話喧嘩も契約書
も恋文もネックレスもプレスレッ卜も今は失われた。そして男たちの力強い腕もごわごわした
口髭も太い声も，女たちの白い脚も白い腕も白い胸も紅い唇も軽やかな歌うような声も失われ
てしまった。今テルは枯れ草と真っ赤なアネモネの海にかこまれている。
夕刻，ようやくデルベ（今日のケルティ・ヒュユック）に到着。なだらかな，あまりになだ
らかな丘だ。地図を頼りにしていても「ここがデルベですよJと言われなければ通り過ぎてし
まうだろう。西陽が長い長い影法師をつくる。振り向くと彼方にピンピルキリッセ（「1,001教
会」）の峰々が見える。五年前にはやはり斜めに照りつける強い陽射しの中を途中までタクシー
で登り，登れなくなってしまったタクシーを待たせて，丁度通りかかったトラクターに頂上ま
で運んでもらったのだった。警察官の青年が運転し兄嫁と小さな弟が一緒だった。頂上には農
家が二軒，そのうちの一軒が彼らのものだった。どちらの家も遺跡の石が建材である。壁の石
の一つには明らかにピザンティン十字のレリーフがある。廻りを見回すと二軒の農家は遺跡の
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中に建っていると言った方がよかった。〈保存〉とは一切無縁な現実に進行中の生活がそこに
はあった。われわれにとっての遺跡は土挨だらけの子供たちの遊び場で，そこには彼らの明る
い歓声がこだまし，黒と茶色の鶏が甲高い声を上げながら忙しく走り回っていた。
峰々は遠く近くいくつも連なっている。それらにもおそらく同じように遺跡が眠り，農民の
生活が息づいていることだろう。今われわれが立っているデルベの丘には既に乾ききった羊た
ちの水のみ場と天を指して突っ立っている井戸の棒杭があるだけで， やって来るのも羊の群れ
と羊飼い，それにパウロや初代教会に関心を持つ人々だけだろう。この丘に組織的な発掘の手
はまだ入っていないようだ。 あちこちに陶器の取っ手などが散らばっていた。
コンヤの宿HotelBalikcilarに着いたのは夜になってからだった。ここは設備で選ぶ宿では
ない。ここに泊まる者はみなここの立地条件に金を支払うのだ。二階のわたしの部屋の窓から
は見事にライトアップされたメ ヴラーナ寺院，現在のメヴラーナ博物館が見える。メヴラーナ
とは，イスラム教神秘主義教団メヴレヴィーの開祖メヴラー ナ（我らが導師） ジャラールッデイ
ン・ルーミー (1207-1273）のことである。メヴレヴィーといえばその独特の旋回舞踏ジクル
＝デルウイーシュで知られる。教団は1229年頃この地に設立され， 15世紀以降オスマン帝国内
で教勢は拡大し続けるが，1925年に神秘主義教団の活動が一斉に禁止される中で，メヴレヴィ ー
の修道場も閉鎖された。しかし， 今でも年に一度ルーミーの命日 (12月17日）を中心に四日間
記念式典が行なわれる。 中心は何と言ってもそこで繰り広げられる夢幻的 ・陶酔的な旋回舞踏
ジクjレである。片方に傾げた頭にあの縦長の独特な帽子を被り，両手を広げ陶酔境の中で白い
長衣の裾を円く広げて旋回を繰り返す男たちだけの舞踏は，場内に流れ続ける一種異様に甘美
で魅惑的な，ゆったりとした止めどない音楽とともに，見る者に強烈なイ ンパクトを与えずに
はおかない。旋回舞踏は男たちに自我の境界を超えさせる。 彼らがく るくると旋回しつつ踊っ
ているのは 〈我〉 と〈汝〉 の境，それはまた此岸と彼岸の境でもある。
使徒言行録によればパウロとパルナパは， ここコンヤすなわちイコニウムでもシナゴーグで
話をし，その結果多くのユダヤ人と異邦人が信仰に入った。しかし， 福音を信じない頑ななユ
ダヤ人たちが異邦人を扇動し， イコニウムの町はユダヤ人陣営と使徒たちの陣営とに真っ二つ
に分かれ，一触即発の事態におちいった。こうしてパウロとパルナパは石の難を逃れてリュス
トラとデルベに向かったのである。そこでの出来事については既に記した。
早朝五時少し前になると窓の外からアザーンが聞こえ始める。 「アッラー ア・アクパル／」
という，あの何とも言えない連続した声が朝震の中を伝わってくる。これがなかなかのモーニ
ング・コー ルなのだ。そういえばアンタキアでも同じだった。 一日のはじめを告げる最初の祈
りの時間だ。
古都コンヤをたってパムッカレを目指す。途中立ち寄るのはヤルパッチの東にあるピシデイ
アのアンティオキアの遺跡である。
アンティオキアに残っているのは，なだらかな坂道の大理石の大通り，神殿跡， 四世紀のか
なり大規模な教会の礎石跡， ローマン・パス，そして郊外の水道橋跡などである。発掘が進め
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ばまさに壮観というにふさわしい規模の遺跡である。パウロがここを訪れたのは，神殿も通り
も広場もみなローマ式に大改造されている最中であった。この一連の大工事が完成するのが後
50年。彼が最初にここにやって来たのがおそらくその三年前であった。その当時の壮麗さを今
にとどめるのは僅かに大理石で舗装された大通りだけであるが，われわれが想像の翼を羽ばた
かせるためには後に訪れるエフェソスがある。
パウロはここでもシナゴーグで語る。それは詩編や預言者の言葉を論拠にしてイエスこそ神
の約束の成就であると説くものであったが，聴衆がみな次の安息日にも同じ話をするように頼
むほどこのときの彼の話は人々を魅了した。そして，安息日。町中のひとびとがシナゴーグに
押しかける。それを見たユダヤ人は激しく妬みパウロを妨害した。それに対するパウロとパjレ
ナパの言葉は次のようなものである。
神の言葉はまずあなた方ユダヤ人に語られるはずだった。しかし，あなた方はそれを拒んだ。
自分自身を永遠のいのちに値しない者にしたのだ。 さあ，わたしたちは異邦人の方に行く。主
はわたしに命じておられる。「わたしは，あなたを異邦人の光と定めた。あなたが地の果てに
までも救いをもたらすために。」
これを聞いた異邦人は喜び，主を賛美した。主の言葉はその地域全域に広まったが，パウロ
とパルナパはユダヤ人に扇動された親ユダヤの貴婦人や町の有力者によって町を追放され，イ
コニウムに向かったのであった。
都市にやって来たパウロたちは必ずユダヤ人の扇動や妨害に会い町を追い出されるか，難を
逃れて命拾いをする。そしてその際彼らが宣べ伝える福音を拒絶するユダヤ人と対照的に描き
出されるのが信仰に入る異邦人である。しかし，これはルカが描く常套的なスタイル，パター
ン，いわばステレオ・タイプである。したがって，ユダヤ人と異邦人の対応のこれほどまでの
両極性をそのまま受け入れるわけにはいかないが，他方彼ら伝道者たちの伝道活動それ自体が
困窮に満ちたものだったのは確かである。
むしろ，伝道活動それ自体の困窮に比べれば，幹線道路が縦横に走っているパックス・ロマー
ナ（ローマの平和）と謡われたこの時代の旅は耐え易かったとさえ言えるかも知れない。パウ
ロたち初代教会の伝道者が旅した地中海世界はかつてないほど大きな広がりを見せた世界だっ
た。道路網にはそれまでギリシア世界が知らなかった移しい数の旅人が溢れた。商人の物資輸
送の車が通り，軍人が通り，官吏が通り，行政上の通信を運ぶ急使が通り，宗教を携えた伝道
者が通り，職人が通り，教師や学徒が通り，聖所を目指す巡礼や病人が通り，名所見物の旅行
者が通り，囚人や脱走奴隷が通り，時には山賊が出没することはあっても，ありとあらゆる人
びとが通った。このようなローマの道路網は地中海をぐるりと取り囲む広大な地域に張り巡ら
された。いや，道路網は海峡をも越えてプリタニアにも達したのである。パウロが「ローマ人
への手紙」の中でイスパニア訪問に触れている（15: 24）背景には，このような整備されたロー
マの道路網に関する情報が存在していたはずだ。それぞれの属州で繁栄する諸都市を結んでの
びる石畳の舗装路を彼は同労者と一緒に，ほとんどの場合徒歩で歩いたのであった。一日の行
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程は通常25-35kmと言われている。今日でも街道沿いにいわゆる隊商宿が残っていることがあ
る。旅人はこのような隊商宿や個人経営の民宿のような宿に宿泊し，民家に身を寄せ，それも
かなわない場合には野宿をした。パウロとて例外ではなし可。しかし，彼の時代にも旅人のため
の旅行案内手帳の類（ Itineraria ）はあったと思われる。今日，地名や都市，都市を結ぶ街道，
街道沿いの宿駅，宿駅間の距離等が特徴的な建造物や山や川のイラストとともに記入された写
本が残っている。
さて，パムッカレはカッパドキアと並ぶトルコの一大観光地である。 古代世界でもここの温
泉は名高かった。温泉は真っ白な石灰石の幾重にも重なる巨大な〈綿の城〉をっくり上げた。
そしてこの（綿の城〉の後背地にヒエラポリスすなわち〈聖なる町〉がある。シリア起源の豊
鏡の女神アタルガティス（ニアシュタルテ）の祭壇やアポロン神殿， 大通りやアゴラ， ローマ
ン・パスやギュムナシオン （体操場），城壁の門やニュンフェウム（泉水殿），大小の円形劇場
やパシリカ， 墓群が立ち並ぶネクロポリスなどがあった。昔日， 湯治と保養を兼ねて皇帝たち
も訪れたというこの古代以来のリゾート地も現代文明がもたらす大気汚染を逃れることはでき
ない。強烈な陽射しの下，目を刺すような〈綿の城〉の白さも以前ほどではなくなっている。
それでも水をたたえた石灰石の岩棚のあちこちに現代のアタルガティスたちが小麦色の肌を焼
いている。目に舷しいのは小麦色の肌か白い石灰石か，何れにせよ美しいものは神の創造の業。
異教祭杷の町ヒエラポリスを後に，われわれはラオデキアとコロサイの遺跡に立ち寄る。ヒ
エラポリスも他の二つの町もコロサイ出身のエパフラスによって信仰共同体が築かれた町であ
る。ラオデキアは小さな円形劇場跡があるだけ。コロサイもテルが二つ並んでいるだけのシン
プルな遺跡だが，こちらは周りの牧歌的な眺めがいい。木立の聞をすうーっと延びていく舗装
をしていない道路。木々の梢を渡るそよ風。 一斉に始まる蝉の鳴き声。
われわれはいよいよエーゲ海に出る。クシャダスのリゾートホテル・ファンタシアで連日の
疲れを癒して，翌朝世界でも最大級の遺跡エフェソスに向かう。
五年ぶりのエフェソスの遺跡では修復がかなりハイピッチで進んでいた。 新しい都市建設現
場に立ち会っているような錯覚さえ覚えるほどだ。最も変化が著しいのはケルソスの図書館周
辺だろう。オデイオンやアゴラを過ぎて，なだらかな坂道の大理石の敷石も見事なキュレテス
通りを下っていくと，右手にトラヤヌスの泉やハドリアヌスの神殿などが見えてくる。左手に
はマーケットや斜面の裾野を利用した住宅が立ち並んでいた。通りに面したところには幾何学
文様のモザイクの床面が今でも残っている。そして図書館のファサードの前で道は右に折れて
大理石通りになる。大理石通りの右手，図書館の向かいには複合施設としての浴場 ・公衆トイ
レ・娼婦館（愛の家〉があった。この（愛の家〉の前の大理石の路面には心臓と左足と女の顔
が線刻されている。入り口の目印である。後に発見された碑文によれば，キュレテス通りにも
抜けられるもう一つの扉があった。この扉の方には井戸があり，そこからは自分の身体と同じ
くらいの巨大な男根を誇示するプリアポス像が発見されている。
大理石通りをさらに進むと巨大な円形劇場に出る。六十段を越える石段を登って劇場の頂上
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に立つと，石の観客席が大きく半円形に弧を描いて収徴していく先には大理石の床面が白く光
り，右側には海に向かつて一直線に，延長500m幅llmのアルカディア通りが延びている。
今は両サイドに点々と列柱が残るだけだが，往時は屋根のある列柱廊すなわちポルテイコが続
き，夜になると五十の街灯が大理石の床面を照らしたと言われる。街灯設備がパウロの時代に
既にあったかどうかは定かではない。しかし，通りそのものは前l世紀には造られ，海路エフェ
ソスに到着した者は巨大な劇場を前方に仰ぎ見ながらこの通りを町に入った。劇場も皇帝クラ
ウデイウス（在位後31-42年）によって増改築が開始され，パウロが繁栄するこの港町を訪れ
た時はその最中であった。
さて，パウロは第二回伝道旅行の際にここに立ち寄ったが，その時当地には既にユダヤ人キ
リスト者がいたと言われている。しかし，彼のエフェソスでの本格的な活動は第三回伝道旅行
の時である。彼は三年間伝道に専心した。当初，エフェソスはアレクサンドリア出身のユダヤ
人キリスト者アポロの伝道の影響下にあった模様だが，彼がコリントスに赴いた後ここにやっ
てきたパウロはキリスト者たちに主イエスの名による洗礼を授けた。しかし，使徒言行録19章
を読む限り，シナゴーグやティラノの講堂における彼の伝道活動はほとんど実を結ばなかった
ようである。「頑なで信じようとしない」とあるし，「このようなことが二年も続いたので，ア
ジア州に住む者は，ユダヤ人であれギリシア人であれ，だれもが主の言葉を聞くことになった」
とあるが，「信仰に入ったJとは書かれていないのである。
一方，自分の手拭いや前掛けで病死治しゃ悪霊被いなどの目覚ましい奇跡をパウロが行なう
と，その評判は広まり，それを真似るユダヤ人の祈祷師までが現れた。しかし，イエスの名を
語ったその祈祷師たちは，逆に悪霊に1置かれた男に裸にされ，傷まで負わされて退散せざるを
えなかったのだが，この噂が町中に知れ渡り，大勢の者が信仰に入るきっかけとなった。そう
した人々が大挙して訪れ，悪行の数々を告白したり，魔術師時代に拠り所にしていた魔術文書
を焚書にする者も多数出た。 「このようにして，主の言葉はますます勢いよく広まり，力を増
していった」（19: 20）。
つまり，エフェソスでは言葉による伝道活動の効果は極めて低く，悪霊被いや病気治しのよ
あらた
うな目に見える奇跡行為の方が効験灼かであった，ということだ。やはり，もともと古代世
界における異教祭杷の中心地，豊儀の女神アルテミスのお膝元と言うべきであろうか。キリス
ト教に入信する者が増えれば，アルテミスで生計を立てていた銀細工師の反感を招くのは必定
である。あの有名な野外劇場における二時間を越える大騒動が持ち上がる（使徒言行録19: 23 
-40）。銀細工師デメトリオスが仲間を扇動して引き起こした彼ら自身の生活がかかった騒動
であった。しかし，それは同時に数千年の長い歴史を生き抜いてきた豊鏡の女神アルテミスと
新興の治癒神イエスとの激しい戦いの一局面でもあったのである。
エフェス（エフェソスの現代名）博物館に行った。二体のアルテミス女神像が目玉である。
先史時代からわれわれの先達は五穀豊穣を願い家畜の多産，子孫の繁栄を祈ってきた。世界各
地からまるで豊満な乳房と肥大した暦部だけでできたようなヴィーナスの原型とも言うべき像
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が多数出土しているし，キュクラデス島のヴィーナスのように現代彫刻さながらの省略の美を
示しているものもある（それと分かるのは，ほっそり とした鼻と小さな乳首と多産のシンボル
＝女性のデルタである）。そう したヴィーナスの系譜の中にここの女神像も場所を占めている
（女神の系譜の歴史的展開を跡づける展示もある）。身体中に小さな獣をつけ，胸には移しい
牛の皐丸をぶら下げた二体のアルテミス女神像はグロテスクではあっても美それ自体を感じさ
せてはくれない。しかし，これは古代の人々の信仰の姿を窺い知るには極めて重要な神像なの
である。
先に遺跡の娼婦館のところで触れたフリアポス像もこの博物館に収蔵されている。小さな陶
製のものである。これとは別に比較的大きな大理石製のものもある。後者は衣の前を大きく左
右に聞けて勃起した巨大な男根を露にし，その上には器に溢れんばかりに盛られた果実が見え
る。やはり豊館祈願が主たる目的であろう。その他アフロディーテー像，アスクレピオス像，
ゼウスの頭部， エロースの頭部， ソクラテスの頭部，横たわる勇士像などのほかオイルランプ
等日常生活に関わる細々とした品もあり，何れもエフェソスの隆盛を偲ばせる。
V おわりに
われわれは，エフェソスに先だって哲学の発祥の地と言われるミ レトスを訪れた。そして，
この先は西欧文学の母とも言うべきホメ ーロスの生まれ故郷スミュルナ，さらに病気の治癒を
信じる移しい人々で溢れたアスクレピオンを麓にもつペルガモン，パウロたちがマケドニアに
向けて船出した卜ロアス，シュリーマンの発掘で有名な トロイ，現代人を魅惑してやまない人
間と文明の柑塙イスタンプールを経てギリ シアに入る。だが，これらの報告は次の機会を待ち
fこい。
かつて〈異邦人の使徒〉パウロが福音の種を熱心に蒔いた地域は，今日その大部分がムスリ
ムの地である。時は移り，人は替わった。しかし，これが歴史という ものである。それに，そ
もそも西欧のキリスト教の姿からパウロを理解しようと しても，彼の実像には迫りきれないの
かもしれない。それはむしろ様々な点でムスリムの信仰やユダヤ人の信仰に思いのほか近いも
のだったのではないだろうか。考古学的資料や周辺の文献資料の重要性を改めて感じさせる旅
であった。
注
1 ）この報告は，本学の1992年度特別研究費を受けて行なった研修旅行 （1992年8月） に関するもの
である。
2) G・ダウニー 『地中海都市の興亡ーアンティオキア千年の歴史－J（小川英雄訳，新潮選書，
1986年）， 66頁。これは，名著の誉れ高いより大部の主著を著者自身が一般読者向けに縮小して出
版したものである。キリスト教時代のアンティオキアについては，Walace-Hadril,D. S., Christ-
zan Antioch. A study of early Christian thought in the East, Cambridge University Press, 1982 
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に立つと，石の観客席が大きく半円形に弧を描いて収数していく先には大理石の床面が白く光
り，右側には海に向かつて一直線に，延長500m幅llmのアルカディア通りが延びている。
今は両サイドに点々と列柱が残るだけだが，往時は屋根のある列柱廊すなわちポルテイコが続
き，夜になると五十の街灯が大理石の床面を照らしたと言われる。街灯設備がパウロの時代に
既にあったかどうかは定かではない。しかし，通りそのものは前1世紀には造られ，海路エフェ
ソスに到着した者は巨大な劇場を前方に仰ぎ見ながらこの通りを町に入った。劇場も皇帝クラ
ウディウス（在位後31-42年）によって増改築が開始され，パウロが繁栄するこの港町を訪れ
た時はその最中であった。
さて，パウロは第二回伝道旅行の際にここに立ち寄ったが，その時当地には既にユダヤ人キ
リス卜者がいたと言われている。しかし，彼のエフェソスでの本格的な活動は第三回伝道旅行
の時である。彼は三年間伝道に専心した。当初，エフェソスはアレクサンドリア出身のユダヤ
人キリス卜者アポロの伝道の影響下にあった模様だが，彼がコリントスに赴いた後ここにやっ
てきたパウロはキリスト者たちに主イエスの名による洗礼を授けた。しかし，使徒言行録19章
を読む限り，シナゴーグやティラノの講堂における彼の伝道活動はほとんど実を結ばなかった
ようである。「頑なで信じようとしない」とあるし，「このようなことが二年も続いたので，ア
ジア州に住む者は，ユダヤ人であれギリシア人であれ，だれもが主の言葉を聞くことになった」
とあるが，「信仰に入った」とは書かれていないのである。
一方，自分の手拭いや前掛けで病死治しゃ悪霊駿いなどの目覚ましい奇跡をパウロが行なう
と，その評判は広まり，それを真似るユダヤ人の祈祷師までが現れた。しかし，イエスの名を
語ったその祈祷師たちは，逆に悪霊にIi雪かれた男に裸にされ，傷まで負わされて退散せざるを
えなかったのだが，この噂が町中に知れ渡り，大勢の者が信仰に入るきっかけとなった。そう
した人々が大挙して訪れ，悪行の数々を告白したり，魔術師時代に拠り所にしていた魔術文書
を焚書にする者も多数出た。「このようにして，主の言葉はますます勢いよく広まり，カを増
していった」（19: 20）。
つまり，エフェソスでは言葉による伝道活動の効果は極めて低く，悪霊被いや病気治しのよ
あらた
うな目に見える奇跡行為の方が効験灼かであった，ということだ。やはり，もともと古代世
界における異教祭杷の中心地，豊鏡の女神アルテミスのお膝元と言うべきであろうか。キリス
ト教に入信する者が増えれば，アルテミスで生計を立てていた銀細工師の反感を招くのは必定
である。あの有名な野外劇場における二時間を越える大騒動が持ち上がる（使徒言行録19: 23 
～ 40）。銀細工師デメトリオスが仲間を扇動して引き起こした彼ら自身の生活がかかった騒動
であった。しかし，それは同時に数千年の長い歴史を生き抜いてきた豊穣の女神アルテミスと
新興の治癒神イエスとの激しい戦いの一局面でもあったのである。
エフェス（エフェソスの現代名）博物館に行った。二体のアルテミス女神像が目玉である。
先史時代からわれわれの先達は五穀豊穣を願い家畜の多産 ・子孫の繁栄を祈ってきた。世界各
地からまるで豊満な乳房と肥大した啓部だけでできたようなヴィーナスの原型とも言うべき像
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が多数出土しているし，キュクラデス島のヴィーナスのように現代彫刻さながらの省略の美を
示しているものもある（それと分かるのは，ほっそりとした鼻と小さな乳首と多産のシンボル
＝女性のデルタである）。そうしたヴィーナスの系譜の中にここの女神像も場所を占めている
（女神の系譜の歴史的展開を跡づける展示もある）。 身体中に小さな獣をつけ，胸には移しい
牛の皐丸をぶら下げた二体のアルテミス女神像はグ、ロテスクではあっても美それ自体を感じさ
せてはくれない。しかし，これは古代の人々の信仰の姿を窺い知るには極めて重要な神像なの
である。
先に遺跡の娼婦館のところで触れたフリアポス像もこの博物館に収蔵されている。 小さな陶
製のものである。これとは別に比較的大きな大理石製のものもある。後者は衣の前を大きく左
右に開けて勃起した巨大な男根を露にし，その上には器に溢れんばかりに盛られた果実が見え
る。やはり豊鏡祈願が主たる目的であろう。その他アフロディーテー像，アスクレピオス像，
ゼウスの頭部，エロースの頭部，ソクラテスの頭部，横たわる勇士像などのほかオイルランプ
等日常生活に関わる細々とした品もあり，何れもエフェソスの隆盛を偲ばせる。
V おわりに
われわれは，エフェソスに先だって哲学の発祥の地と言われるミレトスを訪れた。そして，
この先は西欧文学の母とも言うべきホメーロスの生まれ故郷スミュルナ，さらに病気の治癒を
信じる移しい人々で溢れたアスクレビオンを麓にもつペルガモン，パウロたちがマケドニアに
向けて船出した卜ロアス，シュリーマンの発掘で有名なトロイ， 現代人を魅惑してやまない人
間と文明の柑禍イスタンブールを経てギリシアに入る。 だが，これらの報告は次の機会を待ち
たし可o
かつて（異邦人の使徒）パウロが福音の種を熱心に蒔いた地域は，今日その大部分がムスリ
ムの地である。時は移り，人は替わった。 しかし， これが歴史というものである。それに，そ
もそも西欧のキリスト教の姿からパウロを理解しようとしても，彼の実像には迫りきれないの
かもしれない。それはむしろ様々な点でムスリムの信仰やユダヤ人の信仰に思いのほか近いも
のだったのではないだろうか。考古学的資料や周辺の文献資料の重要性を改めて感じさせる旅
であった。
注
1 ）この報告は，本学の1992年度特別研究費を受けて行なった研修旅行（1992年8月）に関するもの
である。
2) G ・ダウニ－ r地中海都市の興亡 アンティオキア千年の歴史－J（小川英雄訳，新潮選書，
1986年）， 66頁。これは，名著の誉れ高いより大部の主著を著者自身が一般読者向けに縮小して出
版したものである。キリスト教時代のアンティオキアについては，Walace Hadril, D. S., Christ-
ian Antioch. A stuaかofearly Christian thought in the East, Cambridge University Press, 1982 
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3）ウェイン・ A・ミー クス I古代都市のキリスト教ーパウロ伝道圏の社会学的研究 』（加山久
夫監訳・布川悦子・挽地茂男訳，ヨルダン社， 1989年＝ Meeks, Wayne A., The First Urban 
Chηstians. The Social World of the Apostle Paul, Yale University Press, 1983 ), 81頁。また，
Meeks, W. A. and R. L. Wilken, Jews and Christians in Antioch in the First Four Centuries of the 
Common Era, Scholars Press, 1978, p. 8.も参照。
4）古代都市の人口の概算はかなりの幅をもってなされざるをえない。実際，ミークスとウィルケン
は先行するクレーリング，リーベシュッツの研究を参照しつつ，アンティオキアのユダヤ人住民の
概数を22,000前後と推定した上で，このような推定に大きな誤差がつきものであることをはっきり
と認めている。 cf.W. A. Meeks and R. L. Wilken, ibid 
5) S・アップルバウム「ディアスポラにおけるユダヤ人共同体組織」（S.サフライ， M・ シュテ
ルン編 『総説・ユダヤ人の歴史 キリスト教成立時代のユダヤ的生活の諸相一中J（長窪専三・
土戸清・川島貞雄訳，新地書房， 1991年， 93-137頁＝ Safrai, S. and M. Stern (eds.), The Jewish 
People in the First Century. Compendia Rerum Iudaicarum ad Novum Testamentum. Section One 
Vol. 1, Van Gorcum I Fortress Press, 1974, pp. 464 -503），特に117£.さらに同「ディアスポラ
におけるユダヤ人共同体の法的地位」（同書， 43-92頁＝ ibid., pp. 420-463）参照。
6）フラウィウス・ヨセフス fユダヤ古代誌Jxn. 119 （秦剛平訳，山本書店，1979年， 107-108頁），
同 『ユダヤ戦記JVI, 43£. （秦剛平訳，山本書店， 1982年， 205～206頁）。 S・アップルバウム，
前掲「法的地位」に関する論文における議論も併せて参照。
7）神が「母の胎内にあるときから選び分け，恵みによって召し出してくださった」（ガラテア 1: 15) 
という旧約の預言者の召命をモデルとする彼自身の言葉を参照。パウロが語るのは回心ではなくあ
くまでも百命である。パウロが召命にいわば固執するのには，理由がないわけではない。ます，彼
は生前のイエスを直接知っていた弟子の宣教の言葉を聞いて信仰に入ったのではない。つまり，〈使
徒〉性の地上的根拠が彼にはないのである。そこで神御自身による直接的召命が語られることにな
る。さらに，パリサイ人・教会の迫害者としての回心前のパウロと熱心なキリストの宣教者として
の回心後のパウロとを整合的に一本の線で結びつける概念が彼にとっては必要だったと思われる。
預言者の召命は（解釈枠〉として彼が置かれた状況に見事に合致したのではあるまいか。
8）ここに出るアラビアはナパテア王国のことである。パウロ時代はその全盛期で勢力圏はダマスコ
スにまで達していた。ナバテア人は元来は遊牧民であったが紀元前6～ 4世紀にパレスティナ南東
部に定住し，先住民エドム人に替わって一帯を支配するようになり，紀元前1世紀には一大王国を
築いていた。南はアラピア，エチオビア，東はインド，そして西は小アジアを通ってヨーロッパに
まで続く隊商路を支配した。ペトラ（現在ヨルダン領）が首都。
9）この期間の算定については種々の議論がある。ミークスは12-14年とする。ミークス，前掲書36
頁および114頁注8参照。さらに， H・ ケスター『新しい新約聖書概説一初期キリスト教の歴史と
文献一下』（永田竹司訳，新地書房， 1990年）， 150-151頁。
10）アンティ オキアにおけるパウロの 〈見習期間〉については，Ollrog, W. H., Paulus und seine 
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Mitarbeiter, Neukirchener Verlag, 1979, S 9-13, ミークス，前掲書114頁注9参照。
11）ダウニーは，前掲書48～49頁でダフネにまつわるいくつかの伝説を紹介している。ここでは一つ
だけ紹介しよう。ダフネは彼女に恋するアポロンに追いかけられて，彼の手を逃れる最後の手段と
して父の河神ラドンに助けを求めた。そこで父は愛する娘をく月桂樹〉に変えたのだが，この出来
事があったのがここダフネだった，という伝説である。 ダフネはもちろんギリシア語でく月桂樹〉
のこと。 他の伝説についてはダウニーを見られたい。
12）ア ンティオキアのモザイクについては，ダウニー，前掲書188-212頁およびHatayMuseum und 
die Umgebung, Donmez Offsett, Ankara, n. dを参照。
13）著名な哲学者キケロも，前52-51年属州総督と して駐在したことがある。
14）サーズは洋梨を縦に二つに割り長い樽をつけたような トルコ地方を代表する援弦楽器。トルコ系
民族， トルコ東北部やイ ラク西部に跨って居住するクルド族などの民族楽器。ア シーュク（アラピ
ア語）とかオザン（トルコ語）と呼ばれる吟遊詩人たちが弾き語りで演奏する楽器だが，現在のよ
りポピュラーな音楽シーンでもしばしば使われる。シヴァン ・ペルヴェルというクルドの歌い手を
思い起こす人も少なくないだろう。アーシュクについては，小柴はるみ「トルコの吟遊詩人ア シーュ
クー東部ヴァン県エルヂシュの場合」（鈴木道子責任編集『民族音楽叢書3 語りと音楽J,1990年，
東京書籍，269-303頁） 参照。
15）村川堅太郎編『プルタルコス英雄伝下』（ちくま文庫，1987年） の「アン卜ニウスjの項（秀
村欣二訳）参照。
16）藤原武『ローマの道の物語J（原書房，1985年），同『ロ マーの道遍歴と散策一道 ・水道・橋』
（筑摩書房，1988年），へルマン・シュライバー『古代ローマへの道J（関楠生訳，河出書房新社，
1989年），井上靖他・ NH K取材班『すべての道はローマに通ずーイスタンプール・ギリ シア ・
イタリア J （日本放送出版協会，1984年）他。
17）カッパドキア教父については， Iキリスト教神秘主義著作集 1 ギリシア教父の神秘主義』（教
文館，1992年），『中世思想原典集成 2 盛期ギリ シア教父.I（平凡社，1992年），宮本久雄「教父
と愛智一 ロゴスをめくって－J（新世社，1989年）.v・ロースキィ『キリス ト教東方の神秘思想j
（宮本久雄訳，頚草書房，1986年），A・ラウス『キリスト教神秘主義の源流 プラ トンからデイ
オニシオスまで－j（水落健治訳，教文館， 1988年）等を参照。教父及び教父学全般については小
高毅『古代キリスト教思想家の世界一教父学序説－J（創文社， 1984年） も参照。
18）前注にあげた『キリスト教神秘主義著作集 1 ギリシア教父の神秘主義jにはニュッサのグレ
ゴリオスの『モーセの生涯J（谷 隆一郎訳）と並んでディオニュシオス偽書から『神名論jと『神
秘神学』（熊田陽一郎訳）が収録されている。ディ オニュシオス偽書は後500年を境に前後50年ほど
の聞に， 当時の新プラ トン主義的思想風土の中でプロクロスの圧倒的な影響の下，おそらくシリア
の匿名の修道僧によって書かれたキリスト教神秘主義の古典中の古典である。著作には他に『天上
位階論j，『教会位階論j，そして十通の手紙がある。最近，校訂版が完成した。 Suchla,B. R 
(Hrsg.), Corpus Dionysiacum L Pseudo-Diaηysius Areopagita DE DIVINIS NOMINIBUS, Walt巴rde 
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Gruyter, 1990 ; Heil, G. & A. M. Ritter, Corpus Dionysiacum I. Ps側めDionysiusAreopagita DE 
COELESTI HIERARCHIA, DE ECCLES/AST/CA HIERARCHIA, DE MYST/CA THEOLOGIA, 
EPISTULAE, Walter de Gruyter, 1991.他に Luibheid,C., Pseudo-Dionysius The Complete Works, 
Paulist Press, 1987.研究書として， Louth, A. Denys the A何opagite,Geoffrey Chapman I More 
house-Barlow, 1989, Rorem, P. Biblical and Liturgical Sy1ηbols within the Pseudo Dionysian Synth-
esis, Pontifical Institute of Mediaeval Studies, 1984 , Idem, Pseudo-Dionysii必 ACommentaηon 
the Texts and an Iηtroduction to Their lnflueπce, Oxford University Press, 1993.等を参照。
19）井筒俊彦が Iイスラー ム哲学の原像jの中で引用している 「シャムス・タブリーズ詩集jという
行情詩集の一節を孫引きしておこう。
われらのあいだから汝とわれは消え去って
われはわれではなく，汝，汝ではなく，さりとて
汝，すなわちわれでもない
われはわれでありながらしかも汝
汝は汝でありながらしかもわれ
井筒は「神的われ」と 「神顕的われ」との「ほとんど区別しがたいまでに近く なっている」けれ
ども，二つのペルソナの対話は成立しうる 「微妙な状態」 を誼った詩として， この詩を引用した。
彼は「神的われ」を「神そのものの IわれJJと，「神顕的われ」を 「神が透き通しになっている人
間の『われ』jと説明する。井筒俊彦 『イスラーム哲学の原像j（岩波新書， 1980年）。引用は 『井
筒俊彦著作集 5 イスラーム哲学』 （中央公論社， 1992年，331-495頁）.414頁。スーフイズム
については他に『イスラーム思想2J （岩波講座東洋思想 第四巻，岩波書店， 1988年），特にその
中のアンネマリー・シンメル 「古典的スーフイズムー神秘思想とその象徴的表現」（小田淑子訳，
50-84頁）等を参照。
20) Mitchell, Stephen，“ANTIOCH OF PISIDIA" in The Anchor戸 BibleDicticnary by D. N. Freed-
man (editor in chief), Vol 1, Doubleday, 1992, pp. 264£. 
21) Casson, Lionel, Trarel in The Ancient World, Hakkert, 1974, p. 127. R ・ Fホック 『天幕っくり
パウロ その伝道の社会的考察』（笠原義久訳，日本基督教団出版局，1990年＝Hock, R.F., The 
Social Context of PauT s Ministry. Tentmaking and Apostleshψ，Fortres Press, 1980 ), 44-47頁，
W・A・ミークス，前掲書46-59頁参照。これとの関連でカッソンの122頁の次の一節を引用して
おこう。 「そこで，キリスト教の最初の二世紀は旅行者にとって平和な時代であった。彼はユーフ
ラテスの岸辺からイングランドとスコットラン ドとの境界まで国境を越えずに一つの国家の権力圏
内に留まったままで旅することができたのである。携えて行くべき現金はロ マ硬貨で十分だった。
それらはどこでも通用するかもしくは両替することができた。また皇帝の巡視艦隊のおかげでどの
海でも海賊の心配なく航行できたし，計画的に張り巡らされた見事な道路網を通って主要な場所の
どこにでも行く ことができた。 そのような直行を可能にした道路では治安の維持がはかられていた
ので、山賊に襲われる危険は比較的稀だった。旅行者に必要な言語は二つにすぎない。メソポタミア
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からユーゴスラヴィアまで通用したギリシア語とユーゴスラヴィアからブリテンまで通用したラテ
ン語である。行く先々で彼はよく整備された効果的な法体系の傘下に守られた。もし彼がローマ市
民で何らかのトラブルに巻き込まれたとすれば，ちょうと、パウロが行なったようにローマにおける
裁判を要求することができたし，もし市民権を持っていなければ，ローマは彼に彼自身が帰属する
法の下で裁かれることを許した。そして相異なる法に帰属する者向土が当事者となった事例を審議
する特別法廷も存在していたのである。J
22) 1コリント 4: 11, 2コリント11: 27の記述等を参照。
23）ポイティンガ一地図と呼ばれる。この地図や当時の旅行の実態については，カッソン，前掲書
176頁以下および藤原 武 『ローマの道の物語j96頁以下参照。さらにミークス，前掲書，46頁以下，
高見三明「パウロの宣教旅行の社会学的状況」 『大神学院紀要』第6号，福岡聖スルピス大神学院，
1992年， 77～87頁参照。
